
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月１６日発行 第１号 秋田県立ゆり支援学校 地域支援部 

秋田県立ゆり支援学校 

 

新年度を迎えて 

ゆり支援学校 教頭 高田屋陽子 

 ４月からゆり支援学校に赴任し１ヶ月が過ぎました。秋田市から毎朝学校に向かう際に目の前にとて

も立派な鳥海山ときれいな海が見えます。こうした自然豊かな環境で育まれたこともあってか、穏やか

で伸び伸びとした子どもたちが多いような印象を受けます。 

 一人一人に目を向けると、地元の幼稚園・保育所から小学部に就学する児童だけでなく、地元の小・

中学校から本校の中学部や高等部へ進学する生徒も増えてきています。また、本校のセンター的機能を

活用していただく機会も多く、今後も地域とのつながりを大切にしながら多様な学びの場を充実させて

いければと考えています。 

 

  「自立と社会参加」は特別支援学校の教育活動が目指している目標です。この「自立」は社会的な自

立ももちろん含まれますが、それだけではなく「自分の力を十分に発揮する」「主体的に選択して生き

ていく」といった意味合いが含まれています。また、「社会参加」も同様に皆一律ではなくお互いの多

様性を認め合いながら、それぞれの社会参加を目指すことになります。 

 こうした視点から考えると小学部１年生に入学したときから、小さな「できる」「わかる」を積み重

ねていくことの大切さを改めて感じます。また、どうしても子どもの課題や苦手なことに目がいきがち

ですが、一人一人の「得意」を生かし、学びやすさについて工夫していくことが子どもたちの自信や主

体性を育てていくと実感しています。 

 本校でも日々、試行錯誤しながら教育活動にあたっていますが、地域のみなさんとともに地域の子ど

もたちの笑顔や充実した学校生活に携わっていければと願っています。今年度もよろしくお願いいたし

ます。 

             本校では、主に居住地校交流や学校間交流の事前学習として、

小・中学校における障害理解の出前授業を行っています。また、

地域の学校における共生社会の実現を目指し、交流の有無にか

かわらず、この取り組みを一層推進したいと考えています。 

学校において障害者に対する理解を深めることは、近い将来

に社会を担う子どもたちの『心のバリアフリー』を育むだけでなく、子どもたちを通して

保護者や地域の理解を促進し、社会全体の意識を変えていくことにもつながります。人権

教育や総合的な学習の時間等の一環としても、ぜひ本校の障害理解学習をご活用ください。 

 ご活用下さい!! 

障害理解学習 

出前授業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆり支援学校では、みなさんと

一緒に、支援の活動を進めていき

たいと考え、左のようなリーフレ

ットを作成しました。各学校等へ

お届けしていますので、是非、ご

活用ください。 

道川分教室 

※教育専門監等の派遣依頼文の様式は、ゆり支援学校のホームページからダウンロードできます。 

 

特別支援教育 
コーディネーター 

相場眞里子 

特別支援教育アドバイザー 

 教頭 
 時田 航 

石川 純子 

教頭 
高田屋陽子 

教育専門監
桐田 明日子 

小学部主事 
畠山 千恵 

中学部主事 
菊地 正紀 

 

高等部主事 
加藤俊和 

地域支援部主任 
髙橋 直志 

教頭 
佐々木朋広 

ゆり支援学校相談窓口  

 

 

T E L ：0184-27-2631 
Ｅ-mail: yuri-s＠akita-pref.ed.jp 
ＨＰ：http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp 

☆火曜日・金曜日 9:00～15:45 

鶴舞小学校内 

特別支援教育地域センター 

℡：0184-22-3558（直通） 

☆木曜日 9:00～15:45 

岩谷小学校内 

特別支援教育相談ルーム 

℡：0184-65-2220 

http://www.yuri-s.akita-pref.ed.jp/

